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1.  はじめに	
 

	
 Linked	
 Open	
 Data(LOD)の普及に伴い、メタデー

タを地図、年表、グラフといった様々な表示形式に

視覚化し、アプリケーションの中で利用する機会が

増えている[1][2][3]。LOD として提供されている

Resource	
 Description	
 Framework(RDF)形式のメタ

データを利用するにはメタデータの構造情報や記述

されているデータ型などを定義した記述規則(ス

キーマ)を把握する必要がある。しかし、LOD とし

て提供されているメタデータには記述規則が明らか

ではないものが多い。	
 

	
 本研究ではメタデータの利用手段として視覚化を

取り上げ、スキーマが与えられていないメタデータ

の視覚化支援手法を提案する。本研究では、各表示

形式に必要な属性の組み合わせを定義し、利用する

メタデータの記述内容と対応させることでメタデー

タの視覚化を支援する。	
 
	
 

2.  LOD を利用するアプリケーション	
 

	
 LOD として提供されるメタデータは 2009 年以降

急増している[3]。近年ではメタデータを LOD として

公開することに加えて、メタデータを加工してアプ

リケーションの中で利用するようになってきた。例

えば研究室に所属する学生のメタデータ(図 1-A)が

ある場合、このメタデータを用いて学生を生年月日

や名前に基づきソートし出力する機能や、LOD デー

タセットのメタデータを統合し、地図上に出力する

機能(図 1-B)、	
 学生ごとの論文を年表形式で出力

する機能(図 1-C)の実現などに利用できる。このよ

うな、LOD として提供されるメタデータを利用した

機能が実装されているアプリケーションを、本論文

では「LOD を利用するアプリケーション」と呼ぶ。	
 
	
 

3.  LOD のメタデータを利用する際の問題	
 

	
 LOD を利用するアプリケーションの作成では、

様々な分野のメタデータを組み合わせて利用するこ

とが求められる[5]。筆者らがこれまで行ってきた

LOD を利用するアプリケーションの作成では次の問

題があった[5]。	
 

A)  メタデータの記述に利用されている語彙や

構造が多様である	
 

	
 LOD として公開するメタデータを記述する際、メ

タデータ作成者は独自のメタデータ語彙を定義し、

用いることがある。そのため、公開されているメタ

データ内の情報資源がどのように構造化されている

かは、メタデータ利用者がメタデータ作成者の公開

しているメタデータ語彙の定義を理解し、メタデー

タの構造を利用者自身が詳細に把握した上で利用し

なければならない。	
 

B)  メ タ デ ー タ ス キ ー マ が 付 与 さ れ て い る	
 

メタデータが少ない	
 

	
 メタデータスキーマは、メタデータの記述に用い

るメタデータ項目と、その項目は必須か、任意か、

などといった取り決め(スキーマ)を明示的に定義し

たものである[4]。メタデータスキーマを参照すれば、

構造情報から、利用に必要な情報を容易に取得する

ことができる。例えばメタデータ内の利用者が必要

な情報を抽出し、機械が処理しやすいような変換が

可能である(図 2 参照)。しかし、LOD として提供さ

れるメタデータはメタデータスキーマが与えられて

いないものが多い。	
 
	
 

	
 本研究ではスキーマが与えられていないメタデー

タを、メタデータ語彙定義を蓄積したレジストリと、

各表示形式の必要な属性、メタデータ項目の組み合

わせを定義して、必要な情報を取得するためことを

可能にする手法を提案する。	
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図	
 1	
 メタデータの利用例	
 

ex:01	
 a	
 foaf:Person;	
 

	
 foaf:name	
 "Kei	
 Tanaka";	
 

	
 foaf:age	
 22;	
 

	
 foaf:birthday	
 "03-06";	
 

	
 foaf:homepage	
 

<http://www.facebook.com/KeiTanaka36>;	
 

	
 foaf:img	
 

<http://mdlab.slis.tsukuba.ac.jp/images/tanak

a.jpg>	
 ;	
 

	
 ex:belongYear	
 “2011”;	
 

	
 ex:birthPlace	
 “Hiroshima”.	
 

ex:02	
 a	
 foaf:Person;	
 

	
 foaf:name	
 "Yoritsugu	
 Nishide";	
 

	
 	
 	
 	
 利用する RDF の例	
 A <rdf:Description	
 rdf:about=”...">	
 
<foaf:isPrimaryTopicOf	
 rdf:resource="http:

//ci.nii.ac.jp/.../>	
 
<dc:title>Linked	
 Open	
 Dataを利用するアプリ

ケーションの作成支援</dc:title>	
 
<dc:creator>田中	
 圭</dc:creator>	
 
<prism:volume>2011</prism:volume>	
 
<prism:publicationDate>2011-03-

xx</prism:publicationDate>	
 
	
 

統合する RDF(一部)	
 

GeoNames	
 
DBpedia	
 

CiNii	
 

B 

2010	
 2012	
 2008	
 

田中	
 西出	
 

C 
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4.  スキーマが与えられていないメタデータの

視覚化支援手法の提案	
 

4.1.  メタデータ語彙定義レジストリ	
 

	
 メタデータ語彙の定義はネットワーク上で公開さ

れていることが多い。メタデータ利用者はこれらス

キーマを参照しメタデータ項目の意味を理解するが、

メタデータ語彙定義の公開方法はコミュニティに

よって様々である。そのため、機械に特定のメタ

データ語彙定義を取得させようとするには手間がか

かる。そこで本研究では公開されているメタデータ

語彙定義[6]を収集し、RDF 形式で蓄積するレジスト

リを作成した。このレジストリを利用することで語

彙定義情報を取得する手間が省くことができる。	
 

	
 

4.2.  表 示 形 式 に 必 要 な 属 性 と メ タ デ ー タ	
 

項目の組み合わせ	
 

	
 メタデータスキーマを参照することで利用するメ

タデータを適切な形に変換する支援ができる。これ

はスキーマの中にメタデータの構造情報と、メタ

データ項目と代表的な語彙や関係のあるメタデータ

項目が記述されているためである。このため、ス

キーマが与えられていないメタデータを利用するに

は、メタデータ内のメタデータ項目を利用目的に合

わせて変換するための変換方針が必要である。	
 

	
 そこで本研究では、地図や年表、グラフといった

各表示形式が必要とする属性(例えば地図ならば地

名や緯度経度、年表ならばイベント名、開始時間)

の組み合わせを定義し、各属性にその属性の記述に

用いるメタデータ項目群を結びつけた。(図 3 参照)

これにより、メタデータ利用者が指定した表示形式

に必要な属性に結びつけられているメタデータ項目

群がメタデータを変換するための方針となる。	
 
	
 

4.3.  スキーマが与えられていないメタデータ

の視覚化支援手法	
 

	
 4.2 節で述べた各表示形式と属性の組み合わせ、

そして属性と結びつけられたメタデータ項目群によ

り、メタデータ利用者がメタデータと視覚化したい

表示形式を決定すれば、メタデータ内に記述されて

いる視覚化するために必要なメタデータ項目の有無

を判定可能である。このとき必要な属性を記述する

メタデータ項目群と同様に扱うことが可能なメタ

データ項目があるかどうかを判断するためにメタ

データ語彙定義レジストリを用いてスコア化し、メ

タデータ利用者に提示する。(図 3 参照)	
 
	
 

5.  おわりに	
 

	
 本稿では LOD として提供されているメタデータの

視覚化支援手法を提案した。今回提案した支援手法

はメタデータ利用者が利用目的を設定し、利用する

メタデータ内に記述されているメタデータ項目の中

に必要なメタデータ項目があるかどうかを判断しス

コア化している。これによりメタデータ利用者は

スキーマが与えられていないメタデータをアプリ

ケーションの中で利用することが容易になった。今

後の課題は視覚化だけでなく、様々な利用目的に対

応することである。	
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属性 
タイトル 
地理情報 
開始 
終了 
外部参照 
画像 

…	
 

dc:title	
 

rdfs:label	
 

foaf:name	
 

…	
 

geo:lat	
 

geo:long	
 

gn:location	
 

vcard:adr	
 

…	
 

表示形式 
 地図 
 年表 
 グラフ 

…	
 

event:start	
 
dbp:birthday	
 
dbp:bornYear	
 

…	
 MD 

図 3	
 表示形式、属性、メタデータ項目の組み合わせ	
 

利用例	
 

図	
 2	
 メタデータスキーマを用いた情報取得	
 

メタデータ項目群 

年表形式で	
 

視覚化したい	
 

	
 
同様に扱える
項目があるか 

	
 

	
 	
 
	
 

	
 

	
 変換されたメタデータ 

rdfs:label	
 

foaf:name	
 

利用するメタデータ 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

ex:made	
 

person:name	
 

skosxl:prefLabel	
 

skosxl:literalForm	
 

設計者の定義を基

にメタデータを	
 

利用しやすく変換	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

skosxl:prefLabel	
 	
 	
 	
 skosxl:literalForm	
 

	
 	
 rdfs:label	
 

ex:made	
 ≒	
 dc:creator	
 

person:name	
 ≒	
 foaf:name	
 

スキーマ 

dc:creator	
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